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　桑根皮は、古くから漢方の生薬として用いられており、この面での成分研究は数多くなされて

い£諌頷では、躰酩大釜に桑の根または木破と灰汁とで勤たものとしての桑色の言己

載がある。これによると、古くは服色として使用されていたが、染めるのに手数がかかるため、

其の後使われなくなったとある。このように、桑根皮はかなり古い時代には染色材料として使わ

れていたが、その染色方法などの詳細は不明である。現在、草木染材料として使用されているこ

とも考えられるが、それは個人的なものであり、どの程度使用されているか、またその染色方法

などは不明である。

　本研究では、桑根皮の熱湯抽出物で天然繊維を染色し、その色と日本色名大鑑に記載の桑色と

を比較するとともに、金属媒染による色と染色堅牢度とを検討した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3，4）
　なお、桑根皮中には植物色素に多いフラボン系およびフラバノン系誘導体が含まれているが、

本抽出物中の含有量等については目下調査中である。

材　料　と　方　法

　1．桑根皮熱湯抽出物

　信州大学繊維学部附属農場にて冬期に抜根し、屋外に置いてあった桑根を5月に切り取り、木

質部を除いた皮部を水洗後細断して用いた。この乾燥重量の約10倍量の水を加え、一夜間放置後

1時間煮沸し、G－　2’ガラスフィルターで濾過し、濾液を加熱濃縮後凍結乾燥したものを染色に

供した（以下このものを抽出物と記す）。

　2．繊維試料

　市販の綿晒カナキン、14目付絹練羽二重および羊毛モスリンを約50倍量のO．05％非イオン活性

剤溶液中で、30分間煮沸洗浄処理したものを用いた（以下このものを綿布、絹布、羊毛布と記

す）。

　3．媒染金属塩

　以下に示した市販試aj－一一級品を用いた。

　カリウムミョウバン：A1・K（SO、）、・12H，O（Alと略す）

　クロムミョウバン：Cr・K（SO、）、・12H20（Cr（III）と略す）

　重クロム酸カリウム：K2Cr207（Cr（VI）と略す）
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1硫酸銅：CuSO4・5H20（Cuと略す）

　硫酸第一鉄：FeSO4・7H、0（Feと略す）

　4．染色一媒染方法

抽出伽1％水瀦中に水で粉欄させた布を入れ（浴比1・5・）、4。℃から2。鯛で瀬

まで昇温させ・この厳硬に1繭絶した．・れを5・℃ま轍冷してから布を引き上1犬さ

く灘5°樋の゜・5％鋸塩瀦中に入れ・構で3・頒糠した．なお、F。を用、、腸合は、

40℃で1時間とした。

　5。色の表示

　6．染色堅牢度試験

次の方法で府った。

耐光：フェードメーター法（ブルースケール併用）。

耐熱湯：60±2℃、20分（試験管法）。

耐洗濯：0・5％セ・ケン液．70±2℃、10分（試験管法）。

結　果　と　考　察

1．染色布およびその金属媒染布の色

表1　桑根皮抽出物による染色布およびその媒染布の色（HVC値）

媒染金属塩　　綿　布　絹　布　羊毛布
　一　一　一　一　　7．5YR　8／4　　10YR　8／4　7．5YR　6／8
カリウムミョウバン　　10YR　9／1　2．5Y　8．5／4　10YR　7／6

クロムミョウバン　　　10YR9／1　　5Y　　7／4　2．5Y　　7／6

重クロム酸カリウム　　10YR　9／2　10YR　7／4　　10YR　5／8

硫酸銅　10YR9／22．5Y　7／610YR　4／4
硫酸第一鉄　　7．5YR8／2　10YR　6／4　2．5Y　5／6

　表1に示したように、綿布はやや赤みのべ一ジ、絹布はにぶい黄みのオレンジ、羊毛布はあさ

い黄みのブラウンに染まった。媒染により、綿布ではいったん吸着した色素の脱着も認められ、

Fe媒染では灰みのべ一ジに変わったが、他の場合は淡いべ一ジになった。絹布および羊毛布で

は、金属塩の種類により赤みがとれて色がやや淡くなったもの（Al）、赤みがとれて黄みが増し

たもの（Cr（III）、　Cu）、灰みが加わったもの（Cr（VI））、黄みと灰みが加わったもの（Fe）と
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になり、概して綿布よりも媒染による色の変わり方が大きかった。これらの申で、日本色名大鑑

の桑色に最も近い色のものは、未媒染の絹布であった。当時どのような染め方をしていたかは不

明であるが、灰汁媒染は元来色の変わり方が小さいので、服色として絹に染めて使われたいたも

のと推測される。

　染色と媒染を繰り返し3回行った綿布の場合、Cr（VI）媒染で10YR6／4（1炎いブラウンみのオ

リ．．プ）となったが、概してべ一ジ系の色の範囲にあり、艶は得られなか・た・絹布では・染

色と媒染の繰腿しによって色は順次濃くなり、3回の働返しによ・て・・YR5／6“－10YR4／2

（黄みのブラウン）が得られた．耗布では櫛よりも艶である7・5YR4／4（黄みのブラウン）

ないし10R3／4（暗い灰みのブラウン）が得られ、用いた布の中では最も色の濃い染色ができた。

このことから、抽出物中の色素の吸着性は羊毛〉絹》綿の順となり、綿に対する吸着性は非常に

低いことが認められた。

　2．染色堅牢度

試験の結果を表2に示した．熱湯および洗綴験1・よる添付飾への汚染は・ほとんど認めら

れなかったので表から除外し、変退色のみを記した。

　　　　　　　　表2　桑根皮抽出物による染色布およびその媒染布の染色堅牢度

　　　　　　　　　耐光　耐熱湯耐洗濯
媒染金属塩　CSWCSWCSW　一　　一　　一　　一　　　　　3　　　3　　　3　　　　2　　　2－3　　2－3　　　2　　　2－3　　2－3

カリウムミ。ウバン33－43－4　33－44　3　34
クロムミョウバン　　3　4－5　4　　4　4　4　3－43－4　4

重ク。職力りウム3－43－44　444－53－4’44“5
硫　酸　銅　3－－44－54－53－43－44　333－4
硫酸第一鉄　44－54－53－43－44　333－4

　　　　　　　　　C：綿布，S：絹布，W：羊毛布

　耐光堅牢度は、媒染によって若干の向上が認められはしたが、一般の植物色素による染色の場

合と同様に、あまり良い結果は得られなかった。羊毛布に対しては、染色と媒染を3回繰り返す

ことによって、Cr（VI）、　CuおよびFe媒染で5－6級の堅牢度が得られ、ほぼ実用上支障のな

い程度の堅牢度となることが認められた。しかし、綿布および絹布では、このような方法でも堅

牢度の向上はほとんど認められなかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）
　耐熱湯および耐洗濯堅牢度は、くるみ仮果被抽出物による染色の場合よりも若干劣るが、媒染

によりいずれも3級以上となり、概ね実用に供せられることが認められた。

　綿布への染色を除いて、CuおよびFe媒染布は耐光堅牢度に比べて湿潤堅牢度の方が若干劣

り、Cr（VI）媒染布はこれと逆になることが認められた。このことは、抽出物中の色素の詳細は

不明であるが、この色素と結合してできた銅および鉄錯体は、光に対しては比較的安定である
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が、絹や羊毛繊維との結合はクロム錯体よりも弱いものであると考えられる。

　以上の結果から、染色および媒染方法を更に検討する余地はあるが、桑根皮の熱湯抽出物は、

絹および羊毛に対して耐光堅牢度は若干劣るが、湿潤堅牢度では実用に供し得る染色ができるこ

とが認められた。
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